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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

発芽と成長    ～植物～ 
 

問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （早稲田中） 

  



 

 

 

問 1 発芽に必要なエネルギーは，種子にふくまれる養分を酵素
こ う そ

が分解してつくり出されるが，酵素がはたらくために

は水が必要となる。 

 ア 

 

 

 

問 2 種子が発芽するときには，さかんに呼吸がおこなわれる（      参照）。呼吸には酸素が必要であるため，

種子の発芽には空気が必要となる。 

 ウ 

 

 

 

問 3 問 1 の解説にある酵素は，よくはたらく温度が決まっている。そのため，適当な温度でなければ酵素がはたらか

ず，養分を分解して発芽に必要なエネルギーをつくり出すことができない。 

 エ 

 

 

 

問 4 インゲンマメは無はい乳種子で，発芽に必要な養分をたくわえる子葉が種子の大部分をしめる。発芽前の種子に

は養分（おもにでんぷん）がたくわえられているため，断面にヨウ素液をかけると（青）紫色に変化するが，発芽

後である図のマメの部分（養分が使われてしぼんだ子葉）には，ほとんど養分はふくまれておらず，断面にヨウ素

液をかけても色の変化は見られない。 

 エ 

 

 

 

問 5 実験結果から，オオバコの種子は赤色の光が必要であると考えられる。林の中のように，日当たりが無く暗い場

所では，地面にあるオオバコの種子には赤色の光がほとんど届かず，発芽できない。これは，オオバコの種子が生

育に適さない場所で発芽することを防
ふせ

ぐことにもなり，オオバコの種子は発芽すると，すぐに光合成が活発に行え

る場所で発芽することになる。     より，オオバコなどのような光
ひかり

発芽種子は，発芽後，すぐに光合成をす

るため，他の種子にくらべて種子にたくわえられている養分が少なく，一般的に種子の大きさが小さい。 

 a：赤色の，b：小さい，A：日当たりが悪く暗い 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

答 

答 

答 

答 
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塾技解説 


